日本機械輸出組合

部会業務グループ

2002年通商法による事前申告プロポーズド・ルール

１．全体概要

米国国土安全保障省税関・国境保護局（Department of Homeland Security，Bureau of Customs and Border Proteciton）が、7月23日に、2002年通商法に基く事前申告のためのプロポーズド・ルールを発表しました。特筆すべきポイントとして以下の点が指摘できます。
· 海上貨物に加え、航空、鉄道、トラック等全ての輸送モードが事前申告の対象となった。
· 輸入に加え、米国からの輸出も対象となった。
· AMSによる電子申告の義務付けが明確にされた（トラックを除く）。
· マニフェスト情報について、既に公開対象となっている部分を除いて、企業情報の秘密性は保護される。
· 同規則に基いて事前申告された情報は、貨物の安全確保と不正貿易防止のためにのみ利用され、通常の通関目的では利用されない。（新システムACEの機能を考えた場合、この意味は決して小さくないと思われる）。
· フェデラルレジスターでファイナル・ルールが発表されてから90日後に施行される（仮に10月1日にファイナル・ルールが発表されるならば、およそ来年1月1日から施行されると推定される）。
· パブリックコメントを募集しており、コメントの提出期限は8月22日とされている。

輸 入 海 上 貨 物
輸入海上貨物に係わるプロポーズド・ルールは、荷主にとって現行事前申告ルールと実質的に何も変わるところがありません。下記をご参照下さい。見え消し線、及び下線部分が今回の変更点を示しています。（以下は、今回発表された輸入海上貨物に係わるプロポーズド・ルールの全てを記述しているものではなく、ルールの中心となる部分のみを記述しておりますので、正しくはFederal Registerをご参照下さい。）
（7月23日付けプロポーズド・ルール）
Federal Register/Vol.68, No. 141/Wednesday, July 23, 2003/Proposed Rule/ 43573-43606 
Department of Homeland Security
Bureau of Customs and Border Protection
19 CFR Parts 4,103,113 et al. 
Required Advance Electronic Presentation of Cargo Information; Proposed Rule
PART 4-VESSELS IN FOREIGN AND DOMESTIC TRADES

§4.7 Inward foreign manifest; production on demand; contents and form, advance filing of cargo declaration.

(b)(1)本セクションのパラグラフ(b)(2)で記述されているように事前申告された全ての貨物デクラレーションについては別として、マニフェストのオリジナル及びコピー一部は、求められたときには直ちに作成されるように用意されていなければならない。

(2)本セクションのパラグラフ(b)(5)で示されている、発効日にしたがって、また、本セクションのパラグラフ(b)(4)で記述されているようにバラ積み貨物（Bulk Cargo）あるいは認定されたブレークバルク貨物を専門に輸送する船舶除いて、税関・国境保護局（以下CBP）は、本セクションパラグラフ(a)で規定されるすべての船舶について、入港する船社から、船舶貨物デクラレーション（税関様式1302）に電子的に同等とCBPが認めた申告を、貨物が外国港で船積みされる24時間前に受け取らなければならない。CBPへの電子貨物デクラレーション申告のために現行認められているシステムは船舶自動マニフェストシステム（AMS Vessel Automated Manifest System）である。
 (3)(i)非船舶運行業者（NVOCC：Non Vessel Operating Common Carrier）が、外国港湾で船積みするために船社（Vessel carrier）へ貨物を渡している場合、当該NVOCCが米国連邦海事委員会（FMC：Federal Maritime Commission）からライセンスを受け、§113.64で定められている規定を含むInternational Carrier Bondを所有している場合には、AMSを利用して直接貨物マニフェスト情報を外国港湾で船積みされる24時間前までに米国税関に送ってよい。；もう一つの申告方法として、NVOCCは貨物マニフェスト情報を、米国税関に貨物マニフェスト情報を提出することが求められているキャリアに、もし自動化されているならばAMSを利用して、完全に開示・提示しなければならない。
(ⅱ)NVOCC（非船舶運行業者）とは、海上輸送を行う船舶を運航させていないコモン・キャリアのことであり、キャリアとの関係では荷主になる。NVOCCは外国のフォワーダーを含むものではない。
(ⅲ) 申告者（Party）が§4.7a(c)(4)で求められる貨物情報を電子的にCBPへ申告する場合、CBPは、どのように申告者がかかる情報を入手したか、及び申告者が当該情報を証明できるかどうか、またどのように証明できるかを、通常の商慣行にしたがって考慮する。申告者が当該情報を適切に証明できない場合、CBPは、当該申告者が自ら真実であると合理的に信じているものを根拠として情報を電子的に申告することを許す。
(4)本セクション・パラグラフ(b)(4)(ⅰ)で特定されているバラ積み貨物および本セクション・パラグラフ(b)(4)(ⅱ)で規定される範疇に入るブレークバルク貨物のキャリアは、本セクション(b)(2)で提示されている要件（外国港での積込みの24時間前事前申告）を免除される。本セクション(b)(2)で規定される事前申告要件から免除されているバルク貨物あるいはブレークバルク貨物のキャリアは、AMSプログラム参加者である場合米国港到着24時間前までに、自動化されていないキャリアの場合到着後直ちに、貨物申告情報を提出しなければならない。かかるキャリアであっても、コンテナに積み込まれた貨物あるいは本規定の範疇外のブレークバルク貨物については、外国港での積込み24時間前までに申告しなければならない。
(ⅰ) キャリアは、当該キャリアが輸送するバルク貨物について本セクション・パラグラフ(b)(2)に規定される申告要件から免除される。バルク貨物とは本セクションの目的に照らして以下の通り定義される。すなわち、一種類の貨物で、緩い包装のまま積み込まれ(Stowed loose in the hold)、箱（box）、壜・缶（bale）、袋（bag）、樽（cask）等いかなる容器にも梱包されていないもの。かかる貨物はまたバルク・フレイト（Bulk freight）とも記述される。バルク貨物の詳細は下記のいずれかにあたるものである。
(A)油、穀物、石炭、鉱石などの流し込める物質（Free Flowing articles）で、ポンプで汲み上げられる、あるいはシューターで流し込める、あるいは落とし込み（dumping）によって取り扱えるもの、または、
(B)れんが、銑鉄、木材、鋼材など機械的な取り扱いを必要とするもの

(ⅱ)ブレーク・バルク貨物のキャリアは、輸送することになっているブレーク・バルク貨物について本セクション・パラグラフ(b)(2)の事前申告要件からの免除を申請できる。本セクションの目的に照らして、ブレーク・バルク貨物とは、コンテナ化されていないが、他の形での梱包あるいは束ねられた貨物のことである。
（A）免除申請するためには、キャリアは文書で米国関税庁、ナショナルターゲッティング・センター、1300 Pennsylvania Ave., NW., Washington, DC 20229、へ申請しなければならない。免除が与えられるまで、キャリアは本セクション・パラグラフ(b)(2)で規定されている24時間前事前申告要件を遵守しなければならない。免除適用のための文書申請は、何らかのセキュリティ上の懸念が存在するか否か関税庁が評価できるような情報を明確に開示するものでなければならない。すなわち：キャリアのIRS番号；船積みされている商品の包装あるいは束ねている方法、出所（source）、身元（identity）；外国及び国内両方の寄港地；キャリアがブレーク・バルク貨物の輸送に使用する船舶の番号、船舶名、IMO番号；当該キャリアの輸入者と荷主のリストで、C-TPAT参加者を確認できるもの。
(B)関税庁は、個々の免除申請をケース・バイ・ケースで評価する。関税庁が、文書で、ブレーク・バルク・キャリアに免除を認めた場合には、免除は、申請書で明確に開示された条件にのみ適用される。もしこうした条件に変更が生じた場合は、あらためて免除申請することが必要になる。
(C)関税庁は、キャリアに対して与えた免除をいつでも無効にできる。

(5)[フェデラルレジスターにおいてファイナル・ルールとして本パラグラフが発表]されてから90日以内に、全ての海上キャリア及び電子申告を選択したNVOCCは、貨物が最初に到着する米国の全ての港湾においてAMSに対応するよう自動化されなければならない。
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
§4.7a Inward foreign manifest; information required; alternative forms.
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
(c)貨物申告（Cargo Declaration）.(1)貨物申告（税関様式1302または税関が様式1302と同等であると許可した電子書式）は、積み下ろしされる米国港湾がどこであろうと、積み込まれている全ての輸入貨物（Inward Cargo）をリストしなければならない。また、当該船舶に積載されている空のコンテナ、並びに米国で荷降ろしされない貨物（FROB：foreign cargo remaining on board）を全て別にリストしなければならない。本パートの目的において、”FROB”とは、外国港で積込まれ、外国港で荷降ろしされることになっており、且つ、一度あるいはそれ以上、直接あるいは間接的に米国港に寄港する船の船内に留まる貨物を意味する。＊　　　＊　　　＊
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
(4)本セクションのパラグラフ(c)(1)- (c)(3)で求められている貨物マニフェスト情報（税関様式1302または税関が様式1302と同等であると許可した電子書式）に加えて、全ての輸入貨物について下記の内容を記述しなければならない。
(ⅰ)米国向け船舶が出港した最後の港
(ⅱ)キャリア・コード（SCAC）（個々のキャリアに対して附与されたユニークなStandard Carrier Alpha Code;本セクション(C)(2)(ⅲ)を参照）
(ⅲ)キャリアに賦与された航海番号（The Carrier-assigned Voyage number）
(ⅳ)最初の米国寄港地への予定到着日
(ⅴ)当該船舶（キャリア）のB/Lの番号と数量（Master B/LかHouse B/Lのいずれか適用できる方）（このことは下記のことを意味する。すなわち、キャリアは外部梱包（external packing unit）の最小単位での数量を伝えなければならない；たとえば、一個のコンテナに200個のカートンを積んだ10のパレットが積み込まれている場合、200カートンと申告されなければならない）
(ⅵ)米国行き外国キャリアが最初に貨物を受け取る港名

(ⅶ)貨物の正確な説明（または、荷主から提供されているならば、貨物が分類されている6桁レベルのHSコード）と重量、または、シールされたコンテナについては、荷主が申告する貨物の説明と重量。”freight all kinds(FAK)"、"general Cargo"、"said to contain(STC)"等の総称的な説明は認められない。
(ⅷ)B/L記載の荷主（Shipper）の完全な名前と住所、あるいはID番号（混載積荷についてはマスターB/Lレベルで、NVOCC、フレイト・フォワーダー、コンテナ・ステーション或いは他のキャリアの身元確認（Identity）で十分である；非混載積荷及び混載積荷での個々のハウスB/Lについては、外国から輸出される当該貨物の実際の荷主（所有者及び輸出者）の身元確認（Identity）が求められる；ID番号とは、将来Automated Commercial Environment実施に際してCBPより附与されるユニークな番号。)

(ix)全てのB/Lについて記載されている荷受人（Consignee）の完全な名前と住所、あるいはID番号(混載積荷についてはマスターB/Lレベルで、NVOCC、フレイト・フォワーダー、コンテナ・ステーション或いは他のキャリアが荷受人として記載（list）されるのでよい。非混載積荷及び混載積荷での個々のハウスB/Lについては、荷受人とは、FROBを別として、当該貨物が米国で配送される宛先（party）のことである。しかしながら、“to order of [a named party]”出荷の貨物の場合には、船社は当該named partyを荷受人として報告しなければならない；そして、配送あるいは連絡目的でB/L上に他の商業主体（Commercial party）が記載されているならば、船社は、事前電子申告の“Notify field”で、この他の商業主体（Commercial party）の身元確認（Identity）及び連絡情報（住所/電話番号）についても、CBPが承認している電子申告EDIシステムが当該データを受け取れる範囲で、CBPへ報告しなければならない。ID番号は、将来Automated Commercial Environment実施に際して米国関税庁より附与されるユニークな番号。)
(ｘ)船舶名、ドキュメントが作成された国、および公式船舶番号（船舶番号とは、船舶に附与されたIMO番号）
（xi）貨物の積み込みが行われた外国港名

 (Xⅱ)国際的に認識された危険物質コード（コンテナに積込まれていた場合）
 (xⅲ)コンテナ番号（コンテナ出荷の場合）
 (xⅳ)コンテナに添付されているシール番号

(xⅴ) 船舶ログ（vessel log）に反映されている外国からの出発日、及び

(xⅵ)船舶ログ（vessel log）に反映されている外国からの出発時間
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
以上










